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ごみ処理基本計画見直しの方向性（案）

●建都1 2 0 0 年の伝統に培われたもの
を大切にするという価値観の復権

持続可能な社会の実現京都市ごみ処理基本構想（平成1 0 年５月） ■高度な技能を集約 →西陣織等
→清水焼等■一品を大切にし，そのものの価値を高める
→京町屋等■自然との調和の中に暮らす生活術

●ＣＯＰ３開催都市として地球温暖
化防止に資する取組

「循環型社会経済システム」
＋ 「環境共生型都市・京都」の実現○将来社会像

【目標年次：２０２５年】「ポスト消費社会」
天然資源

環境負荷の低減○将来ごみ処理システム像 ◆発生抑制 ごみの発生・排出抑制の推進
採取量の抑制◆収集・処理 環境負荷の最小化，資源・エネルギー回収の最大化

最終処分量の最小化，埋立物の安定化・無害化◆埋立処分

循環型社会をかたちづくる主役○市民・事業者・行政の役割 ◆市民
自己処理責任を認識した自主的取組の推進◆事業者
市民・事業者の自主的取組の自立を支援◆行政

市民の役割
循環型社会構築に向けた■ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの見直し(ポスト消費社会)

政策設計■リサイクルを促進するための行動の実践

1 9 9 9 年6 月 2 0 0 3 年1 0 月
(平成1 1 年６月) (平成1 5 年1 0 月)反映させるべき
策定 策定予定 発生抑制主なできごと

循環基本法の制定◆
各種ﾘｻｲｸﾙ法の制定◆

再使用◆廃棄物の定義・区分の変更( )検討中

▲◆容リ法・家電リ法の見直し 行政の役割

▲現 新 ■循環ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

インセンティブ行 ご循環を基調としたまちづくり ■円滑な循環の仕組み作り リサイクル 情報
循環の環を広げる人材育成 情報ネットワーク，ご み ■ ■

▲

情報開示 3 R

環境学習の推進 統計情報，エコラベル，ＰＲＴＲみ 処（見直しのポイント） ■

▲

環境会計，環境家計簿，ＬＣＡ処 理◆ ■上流対策（発生抑制・再使用）の強化 指標等

▲

適正処理
京都の伝統理 基◆市民・事業者・行政の役割の見直し 経済的インセンティブ ▲

情報インセンティブと経済的インセンティブの検討 デポジット ■高度な技能を集約基 本◆ ■

一品を大切にし，良い物を末長く使う本 計◆ ■物質循環を視野においた廃棄物処理システムの構築 ごみの有料化 ■

等 自然との調和の中に心地よさ，快適さを求める計 画戦略的環境アセスメント（ＳＥＡ）の試行的導入 補助金(ｴｺﾏﾈｰ ) ■■ ▲
▲画 ◆ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理システムの検討 事業者の役割

法規制手法■排出者責任
不適正処理の防止（有害物質対策，不法投棄対策） ＥＰＲ 循環基本法，各種リサイクル法◆ ■ ■（拡大生産者責任）

3 R + 各種環境規制法→ 適正処理の自主的取組の強化 ■
廃棄物処理法■

（目標年次）
（２０１０年） （２０１５年）
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